
Ⅱ 調査結果の概要 

 

［学 校 調 査］ 

１ 大  学 

（１）学校数 （表１） 

学校数は 782 校（国立 86 校，公立 93 校，私立 603 校。通信教育のみを行う学校（私立 6校）を除く。）

で，前年度より 2校増加している。 

 

表１ 大学の設置者別学校数 

 

 

 

 

（２）学 生 数 （表２） 

学生数は，2,909,135 人（男子 1,628,834 人，女子 1,280,301 人）で，前年度より 18,255 人増加している。 

また，学生数のうち学部学生は 2,599,805 人，大学院学生は 254,037 人〔修士課程｛修士課程及び博士前期

課程（一貫制博士課程の 1・2年次の課程を含む。）以下同じ。｝163,118 人，博士課程｛博士後期課程（一貫

制博士課程の 3・4・5 年次の課程を含む。）及び医歯学，薬学及び獣医学関係の 4 年一貫制課程を含む。以下

同じ。｝74,372 人，専門職学位課程 16,547 人〕，専攻科・別科等の学生は 55,293 人である。 

①  学生数を設置者別にみると，国立 608,961 人（学生数の 20.9％），公立 155,474 人（同 5.3％），私

立 2,144,700 人（同 73.7％）である。 

②  女子学生の占める割合は 44.0％で，前年度より 0.3 ポイント上昇している。 

 
 

表２ 学生数（大学） 

 

 

 (注)「学生数」には，学部学生・大学院学生のほか，専攻科・別科の学生及び科目等履修生・聴講生・研究生を含む。 

 

（単位：校，％）

区　　分 計 国立 公立 私立 私立の割合

平成20年度 765 86 90 589 77.0
25 782 86 90 606 77.5
26 781 86 92 603 77.2
27 779 86 89 604 77.5
28 777 86 91 600 77.2
29 780 86 90 604 77.4
30 782 86 93 603 77.1

（単位：人，％）

うち学部 うち大学院 うち社会人 うち女子

（a） （b） （c） （d） c/b d/a

平成20年度 2,836,127 2,520,593 262,686 53,667 1,140,755 20.4 40.2 623,811 131,970 2,080,346
25 2,868,872 2,562,068 255,386 55,355 1,216,012 21.7 42.4 614,783 146,160 2,107,929
26 2,855,529 2,552,022 251,013 56,074 1,220,091 22.3 42.7 612,509 148,042 2,094,978
27 2,860,210 2,556,062 249,474 57,289 1,231,868 23.0 43.1 610,802 148,766 2,100,642
28 2,873,624 2,567,030 249,588 58,806 1,247,726 23.6 43.4 610,401 150,513 2,112,710
29 2,890,880 2,582,670 250,891 59,635 1,263,893 23.8 43.7 609,473 152,931 2,128,476
30 2,909,135 2,599,805 254,037 61,029 1,280,301 24.0 44.0 608,961 155,474 2,144,700

区　　分
社会人の
占める

割合

女子の
占める

割合

国　　立 公　　立 私　　立計



（３）関係学科別学部学生の構成（表３） 

学部学生の関係学科別構成比をみると，「社会科学」が 32.2％で最も高く，次いで「工学」（14.7％），「人

文科学」（14.0％）等の順である。 

 

（４）専攻分野別大学院学生の構成（表３，図１） 

修士課程の専攻分野別構成比をみると，「工学」が 41.0％で最も高く，次いで「社会科学」（10.0％），「理

学」（8.9％）等の順である。 

博士課程の専攻分野別構成比をみると，「医・歯学」が 29.1％で最も高く，次いで「工学」（17.1％），「社

会科学」（7.9％）等の順である。 

専門職学位課程の専攻分野別構成比をみると，「社会科学」が 68.9％で最も高く，次いで「教育」 （16.3％）

等の順である。 

また，大学院学生のうち，「社会人」（平成 30 年 5月 1日現在，①職に就いている者（給料，賃金，その他

の経常的な収入を得る仕事に現に就いている者），②給料，賃金，その他の経常的な収入を得る仕事から既に

退職した者及び③主婦・主夫）は修士課程では 19,748 人（男子 10,078 人，女子 9,670 人）で，学生数に占め

る割合は 12.1％，博士課程では 32,644 人（男子 21,791 人，女子 10,853 人）で，学生数に占める割合は 43.9％，

専門職学位課程では 8,637 人（男子 6,152 人，女子 2,485 人）で，学生数に占める割合は 52.2％である。これ

を専攻分野ごとに「社会人」の占める割合をみると，修士課程では「社会科学」が 38.7％で最も高く，次いで

「医・歯学」（34.2％）であり，博士課程では「医・歯学」が 64.2％で最も高く，次いで「教育」（46.9％）

であり，専門職学位課程では「工学」が 80.0％で最も高く，次いで「医・歯学」（63.8％）である。 

 

 
 
 

表３ 関係学科・専攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院） 
 

（１） 学部学生 

 
(注)１「その他」には学科系統分類における「その他」の他，医・歯・薬学を除く「保健」，「商船」を含む（以下同じ）。 

２ 表中のパーセンテージは四捨五入されているため，合計しても 100.0％にはならない場合がある（以下同じ）。 

 

  

（単位：％）

平成20年度 100.0 15.6 35.8 3.3 16.3 3.0 2.5 2.2 2.6 6.1 2.9 9.7
25 100.0 14.7 33.1 3.1 15.2 3.0 2.7 2.9 2.8 7.2 2.7 12.6
26 100.0 14.5 32.7 3.2 15.2 3.0 2.7 3.0 2.8 7.3 2.7 12.9
27 100.0 14.4 32.4 3.1 15.2 2.9 2.8 3.0 2.8 7.4 2.7 13.2
28 100.0 14.3 32.3 3.1 15.0 3.0 2.8 2.9 2.8 7.4 2.7 13.7
29 100.0 14.1 32.3 3.1 14.9 3.0 2.8 2.9 2.7 7.4 2.7 14.1
30 100.0 14.0 32.2 3.0 14.7 3.0 2.8 2.9 2.8 7.3 2.7 14.6

芸術教育 その他理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政
区　　分

関　　係　　学　　科　　別　　学　　生　　の　　構　　成　　比

計 人文科学 社会科学



（２）大学院修士課程 

 

 

（３）大学院博士課程 

 

 

（４）大学院専門職学位課程 

 

  

（単位：％）

平成20年度 100.0 7.8 11.3 8.3 39.5 5.5 1.1 3.2 0.6 6.9 2.6 13.2
25 100.0 7.1 10.7 8.5 41.5 5.5 1.0 1.3 0.6 6.4 2.6 14.8
26 100.0 7.2 10.4 8.5 41.6 5.4 1.0 1.3 0.6 6.3 2.6 15.0
27 100.0 7.1 10.2 8.5 41.8 5.4 1.0 1.3 0.6 6.2 2.6 15.3
28 100.0 6.8 10.0 8.5 41.4 5.5 1.0 1.3 0.5 5.8 2.6 16.4
29 100.0 6.6 9.9 8.6 40.9 5.5 1.1 1.4 0.5 5.4 2.6 17.5
30 100.0 6.3 10.0 8.9 41.0 5.4 1.0 1.4 0.5 5.2 2.7 17.6

芸術家政 教育 その他薬学
区　　分

専　　攻　　分　　野　　別　　学　　生　　の　　構　　成　　比

計 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学

（単位：％）

平成20年度 100.0 10.1 9.9 7.2 18.5 5.5 26.7 1.8 0.5 2.7 1.1 16.0
25 100.0 8.5 8.8 7.0 18.3 5.0 27.7 2.5 0.3 3.0 0.9 18.0
26 100.0 8.3 8.7 7.1 18.0 4.9 27.7 2.8 0.3 3.1 0.9 18.0
27 100.0 8.1 8.5 7.0 17.9 4.9 27.8 3.2 0.3 3.1 1.0 18.4
28 100.0 7.9 8.3 6.8 17.6 4.8 28.1 3.3 0.3 3.1 1.0 18.9
29 100.0 7.7 8.1 6.6 17.2 4.8 28.6 3.2 0.3 3.1 0.9 19.6
30 100.0 7.3 7.9 6.4 17.1 4.7 29.1 3.2 0.3 3.2 0.9 19.9

芸術薬学 家政理学 工学 農学 医・歯学 教育 その他
区　　分

専　　攻　　分　　野　　別　　学　　生　　の　　構　　成　　比

計 人文科学 社会科学

（単位：％）

平成20年度 100.0 0.7 90.7 － 1.0 － 0.6 － － 3.1 － 3.9
25 100.0 1.3 79.8 － 1.7 － 0.6 － － 8.8 － 7.8
26 100.0 1.4 78.0 － 1.9 － 0.7 － － 9.4 － 8.5
27 100.0 1.4 76.9 － 2.0 － 0.8 － － 10.3 － 8.7
28 100.0 1.4 74.5 － 2.2 － 0.8 － － 12.7 － 8.4
29 100.0 1.5 71.1 － 2.2 － 0.7 － － 15.3 － 9.2
30 100.0 1.4 68.9 － 2.3 － 0.8 － － 16.3 － 10.3

芸術薬学 家政 教育 その他
区　　分

専　　攻　　分　　野　　別　　学　　生　　の　　構　　成　　比

計 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学



図１ 専攻分野別社会人学生の構成比 

 

  

  

  

（注）「その他」には学科系統分類における「その他」の他，医・歯・薬学を除く「保健」「商船」「家政」

「芸術」を含む（以下同じ）。 
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（５）入 学 状 況（表４，表５，表６） 

ア．大学（学部）への入学状況 

大学学部への入学者数は，628,821 人（国立 99,371 人，公立 33,073 人，私立 496,377 人）で，前年度よ

り 912 人減少している。 

①  入学者の「出身高校の所在地県」と「入学した大学の所在地県」との関係を見ると，大学（学部）

の入学者のうち「自県（出身高等学校と同一県）内の大学へ入学した者の比率」は 42.8％（前年度と

同率）である。 

②  これを男女別にみると，男子は 40.5％（前年度から 0.1 ポイント低下），女子は 45.6％（前年度か

ら 0.3 ポイント上昇）である。 

③  これを年齢別にみると，「18 歳」が 488,680 人（77.7％）で最も高く，次いで「19 歳」 106,140

人（16.9％），「20 歳」17,887 人（2.8％）の順となっている。また，入学者のうち「留学生」は 16,

311 人（2.6％）である。 

 

イ．大学院への入学状況 

大学院への入学者数は，修士課程では 74,096 人（男子 51,611 人，女子 22,485 人）で前年度より 655 人

増加しており，博士課程では 14,904 人（男子 10,167 人,女子 4,737 人）で前年度より 138 人増加，専門職

学位課程では 6,951 人（男子 4,723 人,女子 2,228 人）で，前年度より 74 人増加している。 

修士課程の入学者数を年齢別にみると，「22 歳」が 36,412 人（49.1％）で最も高く，次いで「23 歳」 

19,262 人（26.0％），「24 歳」5,795 人（7.8％）の順となっている。また，修士課程の入学者のうち，「社

会人」は 7,948 人（10.7％），「留学生」は 9,576 人（12.9％）である。 

博士課程の入学者数を年齢別にみると，「30～34 歳」が 3,153 人（21.2％）で最も高く，次いで「24 歳」

2,462 人（16.5％），「25 歳」1,933 人（13.0％）の順となっている。また，博士課程の入学者のうち，「社

会人」は 6,374 人（42.8％），「留学生」は 2,515 人（16.9％）である。 

専門職学位課程の入学者数を年齢別にみると，「22 歳」が 1,585 人（22.8％）で最も高く，次いで「35

～39 歳」902 人（13.0％），「23 歳」851 人（12.2％）の順となっている。また，専門職学位課程の入学者

のうち，「社会人」は 3,651 人（52.5％），「留学生」は 627 人（9.0％）である。 

専門職学位課程のうち法科大学院の入学者を年齢別にみると，「22 歳」が 692 人（42.6％）で最も高く，

次いで「23 歳」383 人（23.6％），「24 歳」131 人（8.1％）の順となっており，入学者のうち「社会人」

は 259 人（15.9％）である。 

また，教職大学院の入学者を年齢別にみると，「22 歳」が 475 人（34.7％）で最も高く，次いで「40

～44 歳」213 人（15.5％），「35～39 歳」184 人（13.4％）の順となっており，入学者のうち「社会人」

は 690 人（50.4％）である。 

 

 

 

表４ 入学状況（大学，大学院） 

 

 

 

（単位：人，％）

学　　　部　　　入　　　学　　　状　　　況 大学院入学者数

入　　　学　　　者　　　数 自 県 内 入 学 率

計 国　立 公　立 私　立 計 男 女 うち社会人 うち社会人 うち社会人
うち法科
大学院

うち教職
大学院

平成20年度 607,159 102,345 27,461 477,353 41.2 39.6 43.3 77,396 8,249 16,271 5,552 9,468 3,794 5,393 641

25 614,183 100,940 30,044 483,199 42.3 40.4 44.8 73,353 7,835 15,491 5,646 7,208 3,099 2,698 802

26 608,247 100,874 30,669 476,704 42.1 40.0 44.9 72,856 7,674 15,418 5,810 6,638 2,983 2,270 771

27 617,507 100,631 30,940 485,936 42.5 40.4 45.1 71,965 7,684 15,283 5,872 6,759 3,306 2,185 874

28 618,423 100,146 31,307 486,970 42.5 40.4 45.1 72,380 7,824 14,972 6,203 6,867 3,522 1,846 1,217

29 629,733 99,462 31,979 498,292 42.8 40.6 45.3 73,441 7,842 14,766 6,111 6,877 3,573 1,706 1,352

30 628,821 99,371 33,073 496,377 42.8 40.5 45.6 74,096 7,948 14,904 6,374 6,951 3,651 1,624 1,370

区　　分
修士課程 博士課程 専門職学位課程



表５ 大学学部の年齢別入学状況 

 
  

（単位：人，％）

大学（学部）
17歳

以下

628,821 847 488,680 106,140 17,887 5,872 2,789 1,747 1,209 883 618 435 323 238
(100.0) (0.1) (77.7) (16.9) (2.8) (0.9) (0.4) (0.3) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.0)

339,868 185 252,292 65,418 12,048 3,840 1,778 1,168 795 596 410 297 219 158
(100.0) (0.1) (74.2) (19.2) (3.5) (1.1) (0.5) (0.3) (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.0)

288,953 662 236,388 40,722 5,839 2,032 1,011 579 414 287 208 138 104 80
(100.0) (0.2) (81.8) (14.1) (2.0) (0.7) (0.3) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.0) (0.0) (0.0)

つづき

外国の

学校卒
専修学校
高等課程

その他
(高卒認定等)

留学生

572 205 95 76 59 48 54 44 16,934 306 2,646 16,311
(0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.7) (0.0) (0.4) (2.6)

349 123 59 27 28 21 31 26 9,461 224 1,651 9,212
(0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.8) (0.1) (0.5) (2.7)

223 82 36 49 31 27 23 18 7,473 82 995 7,099
(0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (2.6) (0.0) (0.3) (2.5)

（注）１ 平成30年５月１日現在の年齢である。

２ (  )内は年齢別構成比である。
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女

計

計のうち
30歳～
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35歳～
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40歳～
44歳

65歳
以上

区　分
45歳～
49歳

計

男

女

29歳25歳区　分 計 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳



表６ 大学院の年齢別入学状況 

 

 

  

（１）修士課程 （単位：人，％）

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 60歳～ 65歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 59歳　 64歳　 以上 社会人 留学生

74,096 275 36,412 19,262 5,795 2,333 1,324 986 692 565 1,900 1,294 1,080 873 601 343 227 134 7,948 9,576
(100.0) (0.4) (49.1) (26.0) (7.8) (3.1) (1.8) (1.3) (0.9) (0.8) (2.6) (1.7) (1.5) (1.2) (0.8) (0.5) (0.3) (0.2) (10.7) (12.9)

51,611 132 26,887 14,245 3,785 1,346 758 557 377 304 1,113 711 510 297 209 149 136 95 4,109 4,343
(100.0) (0.3) (52.1) (27.6) (7.3) (2.6) (1.5) (1.1) (0.7) (0.6) (2.2) (1.4) (1.0) (0.6) (0.4) (0.3) (0.3) (0.2) (8.0) (8.4)

22,485 143 9,525 5,017 2,010 987 566 429 315 261 787 583 570 576 392 194 91 39 3,839 5,233
(100.0) (0.6) (42.4) (22.3) (8.9) (4.4) (2.5) (1.9) (1.4) (1.2) (3.5) (2.6) (2.5) (2.6) (1.7) (0.9) (0.4) (0.2) (17.1) (23.3)

（２）博士課程

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 60歳～ 65歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 59歳　 64歳　 以上 社会人 留学生

14,904 2 9 84 2,462 1,933 1,213 961 856 889 3,153 1,342 700 544 364 203 106 83 6,374 2,515

(100.0) (0.0) (0.1) (0.6) (16.5) (13.0) (8.1) (6.4) (5.7) (6.0) (21.2) (9.0) (4.7) (3.7) (2.4) (1.4) (0.7) (0.6) (42.8) (16.9)

10,167 2 4 60 1,832 1,354 794 617 578 613 2,308 899 410 277 172 118 69 60 4,275 1,368
(100.0) (0.0) (0.0) (0.6) (18.0) (13.3) (7.8) (6.1) (5.7) (6.0) (22.7) (8.8) (4.0) (2.7) (1.7) (1.2) (0.7) (0.6) (42.0) (13.5)

4,737 － 5 24 630 579 419 344 278 276 845 443 290 267 192 85 37 23 2,099 1,147
(100.0) (-) (0.1) (0.5) (13.3) (12.2) (8.8) (7.3) (5.9) (5.8) (17.8) (9.4) (6.1) (5.6) (4.1) (1.8) (0.8) (0.5) (44.3) (24.2)

（３）専門職学位課程

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 60歳～ 65歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 59歳　 64歳　 以上 社会人 留学生

6,951 103 1,585 851 365 197 128 120 134 142 797 902 800 446 217 107 42 15 3,651 627

(100.0) (1.5) (22.8) (12.2) (5.3) (2.8) (1.8) (1.7) (1.9) (2.0) (11.5) (13.0) (11.5) (6.4) (3.1) (1.5) (0.6) (0.2) (52.5) (9.0)

4,723 66 1,000 570 215 116 79 73 87 95 593 674 569 305 147 85 37 12 2,621 282
(100.0) (1.4) (21.2) (12.1) (4.6) (2.5) (1.7) (1.5) (1.8) (2.0) (12.6) (14.3) (12.0) (6.5) (3.1) (1.8) (0.8) (0.3) (55.5) (6.0)

2,228 37 585 281 150 81 49 47 47 47 204 228 231 141 70 22 5 3 1,030 345
(100.0) (1.7) (26.3) (12.6) (6.7) (3.6) (2.2) (2.1) (2.1) (2.1) (9.2) (10.2) (10.4) (6.3) (3.1) (1.0) (0.2) (0.1) (46.2) (15.5)

 （再掲）法科大学院

1,624 65 692 383 131 56 35 17 19 19 57 40 48 26 13 9 10 4 259 11
(100.0) (4.0) (42.6) (23.6) (8.1) (3.4) (2.2) (1.0) (1.2) (1.2) (3.5) (2.5) (3.0) (1.6) (0.8) (0.6) (0.6) (0.2) (15.9) (0.7)

1,139 40 458 274 93 44 25 10 16 14 40 34 39 22 7 9 10 4 201 6

(100.0) (3.5) (40.2) (24.1) (8.2) (3.9) (2.2) (0.9) (1.4) (1.2) (3.5) (3.0) (3.4) (1.9) (0.6) (0.8) (0.9) (0.4) (17.6) (0.5)

485 25 234 109 38 12 10 7 3 5 17 6 9 4 6 － － － 58 5
(100.0) (5.2) (48.2) (22.5) (7.8) (2.5) (2.1) (1.4) (0.6) (1.0) (3.5) (1.2) (1.9) (0.8) (1.2) (-) (-) (-) (12.0) (1.0)

 （再掲）教職大学院

1,370 － 475 160 42 7 8 4 3 9 97 184 213 122 32 10 3 1 690 1

(100.0) (-) (34.7) (11.7) (3.1) (0.5) (0.6) (0.3) (0.2) (0.7) (7.1) (13.4) (15.5) (8.9) (2.3) (0.7) (0.2) (0.1) (50.4) (0.1)

874 － 301 111 33 6 5 3 2 3 73 132 115 66 17 5 2 － 430 1

(100.0) (-) (34.4) (12.7) (3.8) (0.7) (0.6) (0.3) (0.2) (0.3) (8.4) (15.1) (13.2) (7.6) (1.9) (0.6) (0.2) (-) (49.2) (0.1)

496 － 174 49 9 1 3 1 1 6 24 52 98 56 15 5 1 1 260 －

(100.0) (-) (35.1) (9.9) (1.8) (0.2) (0.6) (0.2) (0.2) (1.2) (4.8) (10.5) (19.8) (11.3) (3.0) (1.0) (0.2) (0.2) (52.4) (-)

（注）１ 平成３０年５月１日現在の年齢である。

２ (3)専門職学位課程の入学者数には法科大学院の既修コースへの入学者を含む。

３ (  )内は年齢別構成比である。
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（６）大学への編入学者数（図２） 

大学（学部）への編入学者数は，短期大学からの編入学者が 3,925 人（男子 1,325 人，女子 2,600 人），

高等専門学校からは 2,410 人（男子 2,049 人，女子 361 人），専修学校（専門課程）からは 1,476 人（男子

776 人，女子 700 人），高等学校（専攻科）からは 30 人（男子 11 人，女子 19 人）で，前年度より 163 人減

少している。 

 

図２ 大学（学部）への編入学者 

 

 

（７）教 員 数（表７） 

教員数は，本務者が 187,189 人（国立 64,564 人，公立 13,845 人，私立 108,780 人）で，前年度より 1,84

6 人増加している。兼務者は 194,534 人（国立 38,773 人，公立 14,587 人，私立 141,174 人）で，前年度より

 2,641 人減少している。また，女性教員の占める割合は 24.8％となっており，前年度より 0.6 ポイント上昇

している。 

 

表７ 本 務 教 員 数 （大学） 

 

 

 

２ 短期大学 

（１）学 校 数 （表８） 

学校数は，331 校（公立 17 校，私立 314 校。通信教育のみを行う学校（私立 2校）を除く。）で，前年度

より 6校減少している。 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平

元

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

短期大学から 高等専門学校から 専修学校（専門課程）から 高等学校（専攻科）から

（人）

（年度）

（単位：人，％）

男 女

平成20年度 169,914 137,862 32,052 61,019 12,073 96,822 18.9

25 178,669 139,639 39,030 63,218 12,871 102,580 21.8

26 180,879 140,135 40,744 64,252 13,013 103,614 22.5

27 182,723 140,290 42,433 64,684 13,126 104,913 23.2

28 184,248 140,525 43,723 64,771 13,294 106,183 23.7

29 185,343 140,400 44,943 64,479 13,439 107,425 24.2

30 187,189 140,686 46,503 64,564 13,845 108,780 24.8

区　　分 国立 公立 私立計
女性教員
の割合



表８ 短期大学の設置者別学校数 

 

 

（２）学 生 数 （表９） 

学生数は，119,035 人（男子 13,505 人，女子 105,530 人）で，前年度より 4,914 人減少している。 

また，学生数のうち本科学生は 114,776 人，専攻科・別科等の学生は 4,259 人である。 

① 学生数を設置者別にみると，公立 6,221 人（学生数の 5.2％），私立 112,814 人（同 94.8％）となってい

る。 

② 学生数のうち女子学生の占める比率は 88.7％となっている。 

 

表９ 学 生 数 （短期大学） 

 

 

（３）関係学科別学生の構成（表１０） 

本科学生の関係学科別構成比をみると，「教育」が 37.0％で最も高く，次いで「家政」（18.0％），「人

文」（9.9％）等の順である。 

 

表１０ 関係学科別学生数の比率の推移（短期大学本科） 

 
 

（単位：校，％）

区　　分 計 国立 公立 私立 私立の割合

平成20年度 417 2 29 386 92.6

25 359 － 19 340 94.7

26 352 － 18 334 94.9

27 346 － 18 328 94.8

28 341 － 17 324 95.0

29 337 － 17 320 95.0

30 331 － 17 314 94.9

（単位：人，％）

うち本科 うち女子
女子の占
める割合

平成20年度 172,726 166,448 153,518 88.9 52 10,565 162,109

25 138,260 133,714 122,176 88.4 － 7,649 130,611

26 136,534 131,341 120,722 88.4 － 7,388 129,146

27 132,681 127,836 117,461 88.5 － 6,956 125,725

28 128,460 124,374 113,975 88.7 － 6,750 121,710

29 123,949 119,728 109,898 88.7 － 6,670 117,279

30 119,035 114,776 105,530 88.7 － 6,221 112,814

私　　立区　　分 計 国　　立 公　　立

（単位：％）

計 人文 社会 教養 工業 農業 保健 家政 教育 芸術 その他

平成20年度 100.0 12.4 12.0 1.4 3.5 0.8 7.6 20.8 29.8 4.5 7.1

25 100.0 9.2 9.8 1.9 2.7 1.0 9.7 18.9 36.2 3.5 7.1

26 100.0 9.3 9.1 1.9 2.6 1.0 9.7 18.6 37.4 3.3 7.0

27 100.0 9.3 8.7 2.0 2.6 1.0 9.8 18.5 37.8 3.4 7.0

28 100.0 9.4 8.9 2.1 2.5 0.9 9.7 18.5 37.6 3.4 7.0

29 100.0 9.8 9.0 2.0 2.4 0.7 9.4 18.4 37.4 3.6 7.3

30 100.0 9.9 9.6 2.1 2.3 0.5 9.1 18.0 37.0 3.8 7.6

区　　分
関 係 学 科 別 学 生 の 構 成 比



（４）入 学 状 況（表１１，表１２） 

短期大学本科への入学者数は 53,858 人（公立 2,685 人，私立 51,173 人）で，前年度より 2,574 人減少し

ている。 

①  入学者の「出身高校の所在地県」と「入学した短期大学の所在地県」との関係をみると，本科の入学者

のうち，「自県（出身高校と同一県）内の短期大学へ入学した者の比率」は 67.1％で，前年度より 1.0 ポ

イントの低下している。 

②  これを男女別にみると，男子は 54.6％（前年度より 2.6 ポイント低下），女子は 68.6％（前年度よ

り 0.8 ポイント低下)である｡ 

③  これを年齢別にみると，「18 歳」が 45,864 人（85.2％）で最も高く，次いで「19 歳」 4,951 人（9.

2％），「20 歳」676 人（1.3％）の順となっている。また，入学者のうち「留学生」は 1,102 人（2.0％）

である。 

表１１  入 学 状 況（短期大学本科） 

 

 

表１２ 短期大学の年齢別入学者数 

 

 

（５）教 員 数（表１３） 

教員数は，本務者が 7,660 人（公立 421 人，私立 7,239 人）で，前年度より 264 人減少している。兼務者

は 17,053 人（公立 927 人，私立 16,126 人）で，前年度より 744 人減少している。また，女性教員の占める割

合は 52.3％となっており，前年度より 0.2 ポイント上昇している。 

（単位：人，％）

入　　　学　　　者　　　数 自　県　内　入　学　率
計 国　立 公　立 私　立 計 男 女

平成20年度 77,339 － 4,697 72,642 63.7 55.2 64.7
25 64,653 － 3,431 61,222 67.8 59.7 68.8
26 61,699 － 3,222 58,477 67.7 59.9 68.7
27 60,998 － 3,098 57,900 67.8 57.4 69.1
28 58,225 － 3,110 55,115 67.8 57.3 69.1

29 56,432 － 3,091 53,341 68.1 57.2 69.4

30 53,858 － 2,685 51,173 67.1 54.6 68.6

区　　分

（単位：人，％）

短期大学（本科）
17歳

以下

53,858 3 45,864 4,951 676 382 340 236 153 159 126 99 99 66
(100.0) (0.0) (85.2) (9.2) (1.3) (0.7) (0.6) (0.4) (0.3) (0.3) (0.2) (0.2) (0.2) (0.1)

5,758 － 3,940 764 220 159 142 102 56 61 49 45 39 23
(100.0) (-) (68.4) (13.3) (3.8) (2.8) (2.5) (1.8) (1.0) (1.1) (0.9) (0.8) (0.7) (0.4)

48,100 3 41,924 4,187 456 223 198 134 97 98 77 54 60 43
(100.0) (0.0) (87.2) (8.7) (0.9) (0.5) (0.4) (0.3) (0.2) (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1)

つづき

外国の

学校卒

専修学校
高等課程

その他
(高卒認定等)

留学生

236 127 122 82 51 33 27 26 1,040 95 228 1,102
(0.4) (0.2) (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.0) (1.9) (0.2) (0.4) (2.0)

70 21 21 16 6 10 8 6 563 52 56 567
(1.2) (0.4) (0.4) (0.3) (0.1) (0.2) (0.1) (0.1) (9.8) (0.9) (1.0) (9.8)

166 106 101 66 45 23 19 20 477 43 172 535
(0.3) (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (1.0) (0.1) (0.4) (1.1)

（注）１ 平成30年５月１日現在の年齢である。

２ (  )内は年齢別構成比である。
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表１３  本 務 教 員 数 （短期大学） 

 

 

３ 高等専門学校（表１４） 

（１）学 校 数 

学校数は，57 校（国立 51 校，公立 3校，私立 3 校）で，前年度と同数である。 

 

（２）学 生 数 

学生数は，57,467 人（国立 51,545 人，公立 3,756 人，私立 2,166 人）で，前年度より 134 人減少している。 

このうち女子学生（10,937 人）の占める比率は 19.0％で，前年度より 0.5 ポイント上昇している。 

 

（３）入 学 者 数 

入学者数は，10,815 人（男子 8,554 人，女子 2,261 人）で，前年度より 194 人増加している。 

 
 

（４）教  員  数 

教員数は，本務者が 4,224 人（男性 3,771 人，女性 453 人）で，前年度より 54 人減少している。 

また，兼務者は 1,983 人（男性 1,578 人，女性 405 人）である。 

 

表１４ 学校数，学生数等の推移（高等専門学校） 

 

 

 

４ 大学・大学院・短期大学の通信教育（表１５） 

（１） 学 校 数 

通信による教育を実施している学校は大学 44 校，大学院 27 校， 短期大学 11 校で，前年度と同数である。

うち大学と大学院の両方で通信教育を行う学校は 18 校で，前年度と同数である。 

 

（単位：人，％）

男 女

平成20年度 10,521 5,381 5,140 － 803 9,718 48.9

25 8,631 4,201 4,430 － 544 8,087 51.3

26 8,438 4,079 4,359 － 517 7,921 51.7

27 8,266 3,956 4,310 － 494 7,772 52.1

28 8,140 3,893 4,247 － 485 7,655 52.2

29 7,924 3,793 4,131 － 478 7,446 52.1

30 7,660 3,655 4,005 － 421 7,239 52.3

区　　分 計 国立 公立 私立
女性教員
の割合

（単位：校，人）

学　校　数 学　生　数 入　学　者　数

うち女子 うち女子

平成20年度 64 55 6 3 59,446 9,285 53,162 4,162 2,122 11,288 1,817 10,112 754 422 4,432

25 57 51 3 3 58,226 9,681 52,290 3,881 2,055 10,856 1,955 9,685 715 456 4,336

26 57 51 3 3 57,677 9,772 51,725 3,834 2,118 10,969 1,996 9,780 734 455 4,344

27 57 51 3 3 57,611 10,059 51,615 3,778 2,218 10,910 2,054 9,716 719 475 4,354

28 57 51 3 3 57,658 10,402 51,623 3,740 2,295 10,948 2,175 9,738 732 478 4,284

29 57 51 3 3 57,601 10,675 51,632 3,742 2,227 10,621 2,194 9,671 712 238 4,278

30 57 51 3 3 57,467 10,937 51,545 3,756 2,166 10,815 2,261 9,691 730 394 4,224

（注）「学生数」には，本科の学生のほか科目等履修生・聴講生・研究生を含む。

計 私　立国　立私立 計

区　分

公立 公　立

教員数
(本務者)

私　立 計 国　立 公　立国立



 

（２） 学 生 数 

学生数は大学 208,478 人（男子 94,177 人，女子 114,301 人）， 大学院 8,388 人（男子 4,828 人，女子 3,

560 人）， 短期大学 21,458 人（男子 4,665 人，女子 16,793 人）で，前年度より大学は 156 人増加し，大学

院は 190 人，短期大学は 1,048 人減少している。 

①  正規の課程の学生数は大学 162,468 人（男子 74,517 人，女子 87,951 人），大学院 3,910 人（男子 2,3

23 人，女子 1,587 人），短期大学 18,227 人（男子 4,196 人，女子 14,031 人）で，前年度より大学は 619

人増加し，大学院は 51 人，短期大学は 2,243 人減少している。 

②  正規の課程の学生の関係学科構成比をみると，大学では「社会科学」が 22.9％で最も高く，次いで「教

育」11.6％等の順である。また，大学院修士課程では「人文科学」が 18.5％で最も高く，次いで「社会

科学」17.9％等の順，大学院博士課程では「人文科学」が 19.5％で最も高く，次いで「教育」が 9.3％等

の順である。短期大学では「教育」が 64.1％で最も高く，次いで「社会」が 28.1％等の順である。 

 

（３）入 学 者 数（正規の課程） 

正規の課程の入学者数は大学 15,106 人（男子 7,404 人，女子 7,702 人），大学院 1,247 人（男子 721 人，女子 5

26 人）， 短期大学 6,169 人（男子 1,266 人，女子 4,903 人）で，前年度より大学は 1,595 人，短期大学は 166

人増加し，大学院は 57 人減少している。 

 

表１５ 学校数，学生数，入学者数及び教員数（本務者）の推移 

（大学・大学院・短期大学［通信教育］） 

 
 

（単位：校，人）

  

平成20年度 41 229,734 185,719 11,452 493 25 8,649 3,793 1,344 88 10 22,622 21,130 3,560 39

25 46 214,304 169,643 14,068 678 27 8,715 3,913 1,312 104 11 23,504 21,871 5,833 23

26 45 212,474 166,778 12,310 541 27 8,523 3,907 1,194 106 12 22,937 21,653 5,268 39

27 46 213,331 165,386 13,872 553 27 8,627 3,858 1,223 113 12 24,111 21,443 5,771 111

28 44 211,175 163,354 13,772 520 27 8,466 3,907 1,277 123 11 23,020 20,854 5,965 175

29 44 208,322 161,849 13,511 514 27 8,578 3,961 1,304 124 11 22,506 20,470 6,003 179

30 44 208,478 162,468 15,106 501 27 8,388 3,910 1,247 128 11 21,458 18,227 6,169 201

(注) 大学及び大学院の｢学校数｣には，大学と大学院を併置する学校(18校)がそれぞれ含まれている。

学校数 学生数
教員数
(本務者)

入学者数うち正規

の課程

学校数学生数 入学者数

大　　　　学　　　　院

教員数
(本務者)

短　　　期　　　大　　　学

学校数 学生数 入学者数
教員数
(本務者)

うち正規
の課程

区　　分
うち正規
の課程

大　　　　　　　学



［卒業後の状況調査］ 

１ 大学（学部）卒業者（表１６，表１７，図３～７） 

（１） 卒業者数 

平成 30 年 3 月に大学（学部）を卒業した者（年度途中の卒業者を含む。以下同じ。）は，565,419 人（男

子 305,311 人，女子 260,108 人）で前年度より 2,344 人減少している。 

これを設置者別にみると，国立 99,978 人(前年より 120 人減少），公立 29,930 人（同 721 人増加），

私立 435,511 人（同 2,945 人減少）である。 

（２） 卒業者の状況 

卒業者を状況別にみると，「大学院等への進学者」（就職し，かつ進学した者を含む。）61,654 人（全卒

業者数の 10.9％），「就職者」（就職し，かつ進学した者を除く。以下同じ。）436,093 人（同 77.1％），

「臨床研修医」（予定者を含む。以下同じ。）9,603 人（同 1.7％），「専修学校・外国の学校等入学者」  

5,171 人（同 0.9％），「一時的な仕事に就いた者」8,686 人（同 1.5％），「左記以外の者」39,843 人 

（同 7.0%)，「不詳・死亡の者」4,369 人（同 0.8％）である。 

ア．進学状況（表１６，図３，図４） 

① 大学院等への進学者数は 61,654 人（男子 45,728 人，女子 15,926 人）で，前年より 677 人減少して

いる。 

② 進学率（卒業者のうち大学院等への進学者及び進学し，かつ就職した者の占める割合。以下同じ。）

は 10.9％（男子 15.0％，女子 6.1％）で，前年より 0.1 ポイント低下している。 

 

表１６ 状況別卒業者の推移（大学[学部]） 

 

 

図３ 状況別卒業者数の比率（大学［学部］） 

 
 

（注）端数を四捨五入しているため，各項目の計が 100 にならない場合がある。また，就職者には，進

学しかつ就職した者を含むため，各項目の合計が 100 を超える場合がある。 

（単位：人，％）

進学率

正規の

職員等

正規の職員

等でない者

正規の

職員等

正規の職員

等でない者

b/a

×100
計 男 女

平成20年3月 555,690 67,372 8,851 8,971 11,485 59,791 10,803 12.1 69.9 66.4 74.6

25 558,853 63,334 353,125 22,734 8,984 9,488 16,736 75,929 8,523 50 48 11.3 67.3 62.3 73.4

26 565,573 63,027 372,509 22,259 8,899 8,360 14,519 68,484 7,516 60 17 11.1 69.8 64.9 75.8

27 564,035 62,238 388,578 21,132 9,056 6,720 11,730 58,102 6,479 33 16 11.0 72.6 67.8 78.5

28 559,678 61,521 398,979 19,116 9,418 6,042 10,184 48,866 5,552 46 22 11.0 74.7 69.7 80.7

29 567,763 62,331 413,915 18,348 9,313 5,403 9,183 44,182 5,088 56 14 11.0 76.1 71.1 82.1

30 565,419 61,654 419,035 17,058 9,603 5,171 8,686 39,843 4,369 51 8 10.9 77.1 72.3 82.9

（注）１　「進学者」とは，大学院研究科，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科へ入学した者である。

      ２　 就職者のうち「正規の職員等でない者」とは，雇用の期間が１年以上の期間の定めがある者で，かつ１週間の所定労働時間が40～30時間の者をいう。

      ３　「左記以外の者」とは，進学でも就職でもないことが明らかな者である　（進学準備中の者，就職準備中の者，家事の手伝いなど）。

一時的な

仕 事 に

就いた者

卒業者に占める

就職者の割合

 (c+d)/a×100左記以外

の者
不詳・死亡

の者

専修学校・
外国の学校

等入学者

（再掲）左記「進学者」

のうち就職している者

(d)
区　分

計

（ａ）

進学者

(b)

就職者（ｃ） 臨  床

研修医

(予定者

を含む)

63388,417



図４ 大学（学部）卒業者の状況 

 

 

イ．就職状況（表１６，表１７，図５～７） 

① 就職者総数（「大学院等進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ。）は，   

436,152 人（男子 220,643 人,女子 215,509 人）で，前年より 3,819 人増加している。 

② 卒業者に占める就職者の割合（卒業者数のうち就職者総数の占める割合。以下同じ。）は，77.1％（男

子 72.3％, 女子 82.9%）で，前年より 1.0 ポイント上昇している。 

また卒業者に占める就職者の割合 77.1％のうち，正規の職員等である者は 74.1％，正規の職員等で

ない者は 3.0％となっている。 

③ 卒業者に占める就職者の割合を関係学科別にみると，「家政」が 90.8％で最も高く，次いで「社会

科学」86.5％，「教育」83.8％等の順である。 

④ 就職者総数を産業別にみると，「卸売業，小売業」が 15.7％で最も高く，次いで「医療,福祉」12.7％，

「製造業」11.9％，「情報通信業」9.6％等の順である。 

また，男女別にみると，男子は「卸売業，小売業」16.4％，「製造業」14.6％，「情報通信業」 

11.3％等の順であり，女子は「医療，福祉」19.3％，「卸売業，小売業」15.0％，「金融業，保険業」

9.2％等の順である。 

⑤ 就職者総数を職業別にみると，「専門的・技術的職業従事者」が 37.6％（うち技術者 15.3％，保健

医療従事者 10.4％，教員 5.8％等）で最も高く，次いで「事務従事者」 27.4％，「販売従事者」24.3％

等の順である。 

  また，男女別にみると，男子は「専門的・技術的職業従事者」36.2％（うち技術者 22.8％，保健医

療従事者 5.0％等），「販売従事者」28.0％，「事務従事者」24.1％等の順であり，女子は「専門的・

技術的職業従事者」39.0％（うち保健医療従事者 15.9％，技術者 7.7％等），「事務従事者」30.8％，

「販売従事者」20.6％等の順である。 

 

  

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

平成20年

３月卒業

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合

卒

業

者

数

①進学者 ②就職者 ③専修学校・外国

の学校等入学者
④一時的な仕事

に就いた者

⑤就職も進学も

していない者

⑥不詳・死亡の者

(臨床研修医含む)
就職者の割合(計) 就職者の割合(男) 就職者の割合(女)

①

⑥
⑤
④

③

②

(人) (％)



表１７  関係学科別卒業者に占める就職者の割合の推移（大学［学部］） 

 

 

 

図５ 産業別就職者数の比率（学部） 

（平成 30 年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

計 医学 歯学 薬学 その他

平成20年3月 69.9 72.9 77.7 47.3 60.7 62.7 58.1 0.0 0.0 60.5 85.9 57.7 82.7 71.7 48.9 75.5

25 67.3 68.4 74.4 43.2 53.0 60.7 68.1 0.4 0.2 78.8 87.2 － 80.7 74.9 48.2 68.8

26 69.8 71.7 77.4 44.9 54.6 63.5 68.4 0.1 0.0 71.3 88.6 － 83.2 76.7 50.6 72.8

27 72.6 75.8 80.7 47.2 57.0 66.0 68.3 0.3 0.0 68.6 88.7 － 85.8 79.6 55.1 76.2

28 74.7 78.6 83.6 49.2 57.6 67.6 69.2 0.2 0.0 73.6 88.4 － 88.6 80.9 58.8 78.6

29 76.1 80.5 85.3 49.6 58.4 68.4 70.5 0.2 0.0 73.9 89.8 47.1 90.1 82.6 60.8 80.0

30 77.1 82.0 86.5 50.0 59.1 69.3 71.0 0.1 0.0 74.5 89.4 41.5 90.8 83.8 64.3 80.9
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図６ 大学(学部)卒業者の就職先 

職業別(主な３職種)構成の状況 

 
 

図７ 職業別就職者数の比率（学部） 

                                               （平成 30 年３月） 
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（３）学部卒業者の修業年数別の卒業状況（表１８） 

ア．修業年限 4 年の学部卒業者について，修業年限別の卒業状況は次のとおりとなっている。 

① 所定の修業年数 4 年で卒業した者（平成 26 年 4月に入学し，平成 30 年 3月に卒業した者）は， 

476,619 人となっており，平成 26 年 4 月の入学者数 584,143 人の 81.6％（前年 81.2％）にあたる。 

② 修業年数 5 年で卒業した者（修業年限を 1年超過－平成 25 年度入学－）は，42,077 人で，平成 25

年 4月の入学者数の 7.1％（前年 7.2％）にあたる。 

③ 修業年数 6 年で卒業した者（修業年限を 2年超過－平成 24 年度入学－）は，8,657 人で，平成 24

年 4月入学者数の 1.5％（前年 1.5％）にあたる。 

④ 修業年数 7 年及び 8年以上で卒業した者については，それぞれ 0.4％，0.2％となっている。 

イ．平成 22 年 4月入学者について，平成 30 年 3月までの卒業者（所定修業年数卒業者＋1 年超過卒業者

＋2年超過卒業者＋3年超過卒業者＋4 年以上超過卒業者）の占める比率は 88.9％となっており，平成 

21 年 4 月の入学者が平成 29 年 3 月までに卒業した比率 89.1％より 0.2 ポイント低下している。 

ウ．最短の修業年限で卒業した者の比率（ａ）の推移をみると，平成 26 年 4月入学者の（ａ）は 81.6％

で，前年より 0.4 ポイント上昇している。 

 

  



表１８ 入学年度別卒業者の比率の状況（修業年限４年）（大学(学部)） 

 

（単位：％）

平成 　

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7

平成 (a)

11 80.9

(a) (b)

12 80.1 7.9

(a) (b) (c)

13 79.0 8.5 1.8

(a) (b) (c) (d)

14 79.0 8.1 1.7 0.4

(a) (b) (c) (d) (e)

15 78.7 8.0 1.8 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

16 78.2 8.0 1.8 0.6 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

17 78.0 7.9 1.7 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

18 78.7 7.7 1.7 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

19 79.7 7.3 1.6 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

20 80.3 7.1 1.5 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

21 80.5 7.0 1.5 0.4 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

22 76.7 7.5 2.0 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

23 77.5 7.6 1.6 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

24 78.8 7.8 1.9 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

25 79.1 7.7 1.7 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

26 79.2 7.6 1.7 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

27 79.9 7.5 1.6 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

28 80.7 7.3 1.6 0.5 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

29 81.2 7.2 1.5 0.4 0.3

(a) (b) (c) (d) (e)

30 81.6 7.1 1.5 0.4 0.2

　　　(e)：　　　　　〃　　　　８年以上（４年以上超過）　〃

89.1 89.0 87.888.3

　　　(d)：　　　　　〃　　　　７年（３年超過）　　〃

89.1 89.6

区　分

88.9

　　　(c)：　　　　　〃　　　　６年（２年超過）    〃

卒
　

　
　
業
　
　
　
年
　
　
　
（

　

　
各
　
　
年
　
　
３
　
　
月

　
　
）

（注）(a)：各年度の入学者のうち最低修業年限の４年で卒業した者の比率

　　　(b)：　　　　　〃　　　　５年（１年超過）    〃

88.5 91.5計 89.5 89.1 88.1 91.889.7 91.1

入　　　　　学　　　　　年　　　　　度

81.6 87.0 90.4 90.1 89.1



２ 大学院修了者 

（１） 修了者数 

平成 30 年 3 月に大学院の修士課程を修了した者は，71,453 人（男子 49,702 人，女子 21,751 人）で前年

より，266 人増加している。これを設置者別にみると，国立 42,303 人（修了者の 59.2％），公立 4,689 人（同

6.6％），私立 24,461 人（同 34.2％）となっている。 

平成 30 年 3 月に大学院の博士課程を修了した者（所定の単位を修得し，学位を取得せずに満期退学した者

を含む。以下同じ。）は 15,654 人（男子 10,867 人，女子 4,787 人）で前年より 4 人減少している。これを

設置者別にみると，国立 10,988 人（修了者の 70.2％），公立 970 人（同 6.2％），私立 3,696 人（同 23.6％）

となっている。 

平成 30 年 3 月に大学院の専門職学位課程を修了した者は，7,025 人（男子 4,758 人，女子 2,267 人）で，

前年より 267 人増加している。これを設置者別にみると，国立 2,754 人（修了者の 39.2％），公立 309 人（同

4.4％）私立 3,962 人（同 56.4％）となっている。 

 

（２） 修了者の状況 

ア．修士課程（図８，図９） 

修了者の状況別内訳は，「大学院等への進学者」6,625 人（修了者の 9.3％），「就職者」（就職し，かつ

進学した者を除く。以下同じ。）55,878 人（同 78.2％），「左記以外の者」6,831 人（同 9.6％），「不詳・

死亡の者」958 人（同 1.3％）等となっている。 

①  進学率は 9.3％（男子 9.2％，女子 9.4％）で，前年度より 0.1 ポイント上昇している。 

②  修了者に占める就職者の割合は 78.5％（男子 82.5％，女子 69.2％）で，前年より 0.3 ポイント上昇

しており，正規の職員等である者は 75.7％，正規の職員等でない者は 2.8％となっている。 

③  就職者総数を産業別にみると，「製造業」が 43.5％と最も高く，次いで「情報通信業」11.7％，「学

術研究，専門・技術サービス業」7.4％,「教育,学習支援業」7.3％等の順となっている。 

④  職業別にみると，「専門的・技術的職業従事者」が 79.8％（うち技術者 59.6％，教員 5.6％等）

で最も高く，次いで「事務従事者」9.7％，「販売従事者」3.3％等の順となっている。 

イ．博士課程（図１０，図１１） 

修了者の状況別内訳は，「就職者」10,574 人（修了者の 67.5％），「左記以外の者」2,981 人（同 19.0％），

「一時的な仕事に就いた者」834 人（同 5.3％）等である。 

①  修了者に占める就職者の割合は 67.7％（男子 71.8％，女子 58.3％）で，前年と同率であり，正規の

職員等である者は 53.6％，正規の職員等でない者は 14.1％となっている。 

②  就職者総数を産業別にみると，「教育，学習支援業」が 32.8％で最も高く，次いで「医療，福祉」

28.3％，「製造業」14.5％等の順である。 

③  職業別にみると，「専門的・技術的職業従事者」が 92.0％（うち，教員 25.0％，保健医療従事者 28.

0％，研究者 22.2％等）を占めている。 

④  「ポストドクター」等（博士の学位を取得した者又は所定の単位を修得の上博士課程を退学した者 

  （いわゆる「満期退学者」）のうち，任期付きで採用されている者）の数は 1,348 人で，修了者に占 

める専攻分野別の人数の割合は「工学」が 23.7％（320 人）で最も高くなっている。 

ウ．専門職学位課程（図１２） 

修了者の状況別内訳は，「就職者」4,488 人（修了者の 63.9％），「左記以外の者」2,180 人（同 31.0％），

「不詳・死亡の者」146 人（同 2.1％）等である。 

①  修了者に占める就職者の割合は 64.3％（男子 66.3％，女子 60.2％）で，前年より 4.3 ポイント上昇

している。 

②  就職者総数を産業別にみると，「教育，学習支援業」が 27.8％と最も高く，次いで「製造業」17.0％，

「学術研究，専門・技術サービス業」9.8％，「情報通信業」8.0％等の順である。 

③  職業別にみると，「専門的・技術的職業従事者」44.6％（うち教員 25.2％，技術者 9.8％等）が最も

高く，次いで「事務従事者」が 26.9％等の順である。 

 
 
 

 



図８ 状況別卒業者の比率（大学院［修士課程］） 

 

（注）端数を四捨五入しているため，各項目の計が 100 にならない場合がある。また，就職者には， 

進学しかつ就職した者を含むため，各項目の合計が 100 を超える場合がある。 

 
 

図９ 大学院（修士課程）修了者の状況 

 

 

 

 

 

進学者, 9.3%

就職者

（正規の職員等）, 

75.7%

就職者（正規の職員

等でない者）, 2.8%

一時的な仕事に

就いた者, 1.2%

就職も進学もしてい

ない者, 9.6%

その他, 1.8%

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成20年

３月卒業

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

修
了
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合

修

了

者

数

①進学者 ②就職者 ③専修学校・外国

の学校等入学者

④一時的な仕事

に就いた者

⑤就職も進学も

していない者

⑥不詳・死亡の者

就職者の割合(計) 就職者の割合(男) 就職者の割合(女)

(人) (％)

①

⑥

⑤
④

②

③



 

図１０ 状況別卒業者の比率（大学院［博士課程］） 

 

（注）端数を四捨五入しているため，各項目の計が 100 にならない場合がある。また，就職者には， 

進学しかつ就職した者を含むため，各項目の合計が 100 を超える場合がある。 
 

 

図１１ 大学院（博士課程）修了者の状況 
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図１２ 大学院（専門職学位課程）修了者の状況 
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３ 短期大学卒業者 

（１） 卒業者数  

平成 30 年 3 月に短期大学（本科）を卒業した者は 54,598 人（男子 5,477 人，女子 49,121 人）で，前年よ

り 2,124 人減少している。 

これを設置者別にみると，公立 2,968 人（前年より 33 人減），私立 51,630 人（前年より 2,091 人減）で

ある。 

 

（２） 卒業者の状況 （表１９，図１３） 

卒業者の状況別内訳は，「大学等への進学者」（進学し，かつ就職した者を含む。以下同じ。）4,937 人（全

卒業者の 9.0％），「就職者」（就職し，かつ進学した者を除く。）44,451 人（同 81.4％），「専修学校・

外国の学校等入学者」775 人（同 1.4％），「一時的な仕事に就いた者」979 人（同 1.8％），「左記以外の者」

3,354 人（同 6.1％），「不詳・死亡の者」102 人（同 0.2％）である。 

 

ア．進学状況 

① 大学等への進学者数は 4,937 人（男子 1,279 人，女子 3,658 人）で，前年より 143 人減少している。 

②  進学率（卒業者のうち大学等への進学者及び就職し，かつ進学した者の占める割合。以下同じ。）は

9.0％（男子 23.4％，女子 7.4％）である。 

 

イ．就職状況（表２０，図１４～１６） 

①  就職者総数（「大学等への進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ。）は   

44,455 人（男子 3,393 人，女子 41,062 人）で，前年より 1,363 人減少している。 

②  卒業者に占める就職者の割合は 81.4％（男子 61.9％，女子 83.6％）で，前年より 0.6 ポイント上昇

しており，正規の職員等である者は 75.7％，正規の職員等でない者は 5.7％となっている。 

③ 卒業者に占める就職者の割合を関係学科別にみると，「教育」が 89.9％で最も高く，次いで「保健」

が 85.7％，「家政」85.0％等の順である。 

④ 就職者総数を産業別にみると，「医療，福祉」が 42.8％で最も高く，次いで「教育，学習支援業」 

 16.3％，「卸売業，小売業」11.8％等の順である。 

⑤ 職業別にみると，「専門的･技術的職業従事者」が 61.5％（うち保健医療従事者 16.4％，教員 14.7％

等）で最も高く，次いで「事務従事者」15.5％等の順である。 

 

 

  



表１９ 状況別卒業者の推移（短期大学[本科]） 

 

 

図１３ 短期大学（本科）卒業者の状況 

 

 

表２０ 関係学科別卒業者に占める就職者の割合の推移（短期大学[本科]） 

 

 

（単位：人，％）
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正規の

職員等

正規の職員

等でない者

正規の

職員等

正規の職員

等でない者

b/a

×100
計 男 女

平成20年度 83,900 9,525 － 1,853 3,215 8,400 494 11.4 72.0 55.9 74.0

25 62,375 6,541 39,724 6,126 － 1,280 2,115 6,215 374 3 － 10.5 73.5 54.0 75.7

26 58,797 6,158 38,773 5,463 － 1,016 1,778 5,409 200 － 1 10.5 75.2 56.3 77.4

27 59,435 5,675 41,161 5,243 － 927 1,414 4,899 116 － 8 9.5 78.1 61.3 80.0

28 57,108 5,439 40,812 4,409 － 932 1,360 4,009 147 2 9 9.5 79.2 61.2 81.2

29 56,722 5,080 42,003 3,808 － 845 1,173 3,686 127 － 7 9.0 80.8 62.6 82.8

30 54,598 4,937 41,327 3,124 － 775 979 3,354 102 1 3 9.0 81.4 61.9 83.6

（注）１　「進学者」とは，大学院研究科，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科へ入学した者である。

      ２　 就職者のうち「正規の職員等でない者」とは，雇用の期間が１年以上の期間の定めがある者で，かつ１週間の所定労働時間が40～30時間の者をいう。

      ３　「左記以外の者」とは，進学でも就職でもないことが明らかな者である　（進学準備中の者，就職準備中の者，家事の手伝いなど）。
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図１４　産業別就職者の比率（本科）
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図１５　職業別就職者の比率（本科）
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４ 高等専門学校卒業者  

 

（１） 卒業者数 

平成 30 年 3 月に高等専門学校を卒業した者は 9,960 人（男子 8,158 人，女子 1,802 人)で，前年より 126

人減少している。 

これを設置者別にみると，国立 8,928 人，公立 633 人，私立 399 人である。 

 

（２） 卒業者の状況（表２１，図１７） 

卒業者の状況別内訳は 「大学等への進学者」3,765 人（全卒業者数の 37.8％）， 「就職者」（就職し，

かつ進学した者を除く。）5,935 人（同 59.6％），「左記以外の者」158 人（同 1.6％）等である。 

 

ア．進学状況 

① 大学等への進学者数は 3,765 人（男子 3,281 人，女子 484 人）で，前年より 271 人減少している。 

② 進学率は，37.8％（男子 40.2％，女子 26.9％)で，前年より 2.2 ポイント低下している。 

イ．就職状況 

①  就職者総数（「大学等への進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ）は 5,935

人（男子 4,665 人，女子 1,270 人）で，前年より 150 人増加している。 

② 卒業者に占める就職者の割合は 59.6％（男子 57.2％，女子 70.5％）で，前年より 2.2 ポイント上昇

している。 

③ 就職者総数を産業別にみると，「製造業」が 50.0％と最も高く，次いで「情報通信業」12.2％，「建

設業」9.0％，「電気・ガス・熱供給・水道業」7.1％等の順である。 

④ 職業別にみると，「専門的・技術的職業従事者」が 94.1％（うち技術者 93.7％等）を占めている。 

 

 

表２１ 状況別卒業者の推移（高等専門学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人，％）

計 大学等へ 進学率

卒業者に

占める

就職者の割合

(a) の進学者

(b)
正規の

職員等

正規の職員等

でない者

正規の

職員等

正規の職員

等でない者

(b/a)

×100

(c+d)/a

×100

平成20年3月 10,160 4,316 146 2 195 － 42.5 54.2
25 10,101 3,913 5,845 8 120 3 211 1 1 － 38.7 58.0
26 10,307 4,047 5,934 7 122 4 192 1 － － 39.3 57.6
27 9,811 3,818 5,717 2 80 － 194 － － － 38.9 58.3
28 9,764 3,855 5,649 4 66 4 186 － － － 39.5 57.9
29 10,086 4,036 5,783 2 72 1 192 － － － 40.0 57.4
30 9,960 3,765 5,935 － 102 － 158 － － － 37.8 59.6

（注）１　「大学等への進学者」とは，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科・別科へ進学した者である。

      ２　 就職者のうち「正規の職員等でない者」とは，雇用の期間が１年以上の期間の定めがある者で，かつ１週間の所定労働時間が40～30時間の者をいう。

      ３　「左記以外の者」とは，進学でも就職でもないことが明らかな者である（進学準備中の者，就職準備中の者，家事の手伝いなど）。
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図１７ 高等専門学校卒業者の状況 
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